
固定価格サブスクリプションは時代遅れ

サブスクリプションサービスにおける柔軟な価格設定の必要性

固定価格のサブスクリプションモデル、例えば現在の ChatGPT Plusの月額 20ドルの料金は、ま
すます時代遅れになりつつあります。ChatGPT Plus、Netflix Premium、Google Play Pass、Apple
Oneのいずれにおいても、より柔軟で使用量に基づく料金体系への移行が長らく待たれていま
す。

固定価格サブスクリプションが理想的でない理由

1. 低使用率ユーザーの過剰課金:固定料金制では、低使用率のユーザーが十分に利用していな
いサービスに対して支払いを強いられます。

2. 高使用率ユーザーの過少課金: 高使用率の顧客は、特に ChatGPTやストリーミングなどの
大規模なコンテンツライブラリを提供するプラットフォームにおいて、消費量に対して支
払いが少なすぎると感じることがよくあります。

3. 非効率性:実際の使用量に基づいて価格を調整できないため、不均衡が生じ、ユーザーとサ
ービスプロバイダーの両方が満足度を低下させます。

解決策：ウォレットシステムを活用した使用量ベースの料金設定

実際の使用量に基づいた柔軟な価格モデルを採用することで、これらの問題の多くを解決でき
ます。ユーザーが消費した量に応じて料金を請求する—それが ChatGPT Plusのトークンであろ
うと、Netflixのストリーミング時間であろうと—ことで、ユーザーは自分が使った分だけ支払う
ことになります。このアプローチにより、以下のことが保証されます:

• 公平性:各ユーザーが使用量に応じて支払うため、利用頻度の低いユーザーが過剰に支払っ
たり、頻繁に利用するユーザーが過少に支払ったりする問題が解消されます。
• 柔軟性の向上:ユーザーは自分のニーズに基づいて支出を調整でき、サービスをあまり利用
しないユーザーは月額コストを抑えることができます。
• 顧客維持:使用した分だけ支払うため、ユーザーがサブスクリプションを解約する可能性が
低くなり、長期的に加入し続ける可能性が高まります。

ウォレットシステムの紹介

これを実装するための潜在的な方法は、GPT‑4 APIで使用されているものと同様のウォレットシ
ステムを通じて行うことです。ユーザーは自分のアカウントに資金を預け入れ、システムは実
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際の使用量に基づいて料金を差し引きます。例えば：

• ChatGPT Plusの場合:サービスの使用量（例えば、処理された単語数やクエリ数）に基づ
いてトークンが差し引かれる仕組み。固定の $20/月を支払う代わりに、ユーザーはウォレ
ットにチャージし、必要な分だけトークンを使用する。
• Netflixやストリーミングサービスの場合:全てのコンテンツへのアクセスに対して一律料
金を支払うのではなく、視聴時間や消費データ量に応じて支払う方式。
• 透明性とコントロール:このウォレットシステムは、ユーザーが何に対して支払っているか
を完全に透明化しつつ、支出に対するより多くのコントロールを提供します。

仕組み

• 入金と控除:ユーザーはウォレットに一定額を入金し、サービスを利用するにつれて徐々に
差し引かれます。システムは使用状況を追跡し、残高をリアルタイムで更新します。
• リチャージオプション:資金が不足した場合、ユーザーは簡単にウォレットを補充でき、サ
ービスを中断せずに利用し続けることができます。

このモデルは、使用量に応じてコストを調整し、固定価格のサブスクリプションでは実現でき
ない公平性を提供します。

結論

使用量に基づく料金体系とウォレットシステムへの移行は、公平性と適応性を促進し、ユーザ
ーとサービスプロバイダーの双方に利益をもたらします。プラットフォームの規模と複雑さが
増す中で、このような柔軟な料金体系は新たな標準となるでしょう。ユーザーが実際に使用し
た分だけを支払うことで、より持続可能で顧客に優しいモデルを実現する時が来ています。
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